
青森港周辺海域における将来の再生可能エネルギー導入の見通し
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○令和5年10月に、経済産業省及び国土交通省が「青森県沖日本海（南側）」を再エネ海域利用法に基づく促
進区域として指定。令和6年1月に当該区域の事業者公募を開始。同区域の公募占用指針において、発電設備
の設置・維持管理のために利用できる港湾として青森港※を提示しており、同港の活用が想定される。
○青森県沖日本海（南側）のほか、青森県沖日本海（北側）や青森県陸奥湾等においても、今後洋上風力発電の
導入がより一層促進される見込みであるなど、青森港周辺における洋上風力発電導入の機運が高まっている。

※令和5年10月に港湾計画を一部変更し、「海洋再生可能エネルギー発電設備等の設置及び維持管理拠点を形成する区域」が位置づけられた。



青森港_港湾計画一部変更
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○ 青森県は、「青森県地球温暖化対策推進計画」を改定（R5.3）し、再生可能エネルギーの導入拡大や、脱炭素社会の実現に
向けた取り組みを推進している。

○ 青森県沖日本海（南側）の再エネ海域利用法に基づく促進区域指定等、青森港周辺海域において洋上風力発電の導入に向
けた取り組みが進む中、将来的な青森港の基地港湾化が望まれている状況。

○ 海洋再生可能エネルギー発電設備等の導入促進に資するため、「海洋再生可能エネルギー発電設備等の設置及び維持管
理の拠点を形成する区域」（以下、「緑囲み」）の位置づけ等を行う。

○ 海洋再生可能エネルギー発電設備等の部材を保管し、「緑囲み」と一体的に利用するため、小型船だまりの埋立て等を行う。



青森港油川地区国際物流ターミナル(-12m)整備事業 事業概要
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【事業の目的】
青森港油川地区における洋上風力発電設備の効率的な輸送・建設を可能とし、海洋再生可能エネルギーの導
入を促進するため、風車部材の組立・積出等の機能を有した拠点※の整備を行う。
※洋上風力発電設備建設に当たっては、油川地区以外にも青森港内他地区のふ頭も部材保管ヤードとして使用する。

【事業の概要】

・整備施設 ： 岸壁（水深12m）（地耐力強化）、
泊地（水深12m）、航路・泊地（水深12m）

・事業期間 ： 令和6年度～令和9年度
・総事業費 ： 123億円 （うち港湾整備事業費 123億円）

【整備スケジュール】

地区名
事業
区分

施設名
全体
数量

単位 R6 R7 R8 R9

油川
地区

直轄

岸壁（水深12m）
（地耐力強化）

230 m

泊地（水深12m） 1.4 ha

航路・泊地（水深12m） 7.8 ha



新たに指定された基地港湾－酒田港－
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○酒田港は、最上川の河口に位置する山形県唯一の重要港湾であり、古くから北前船による交易で繁栄し、山形県
の海上物流拠点となっている。
○エネルギー関連貨物を中心に、外貿定期航路の就航やリサイクルポート指定を契機とした関連企業の進出、再生可
能エネルギー発電施設の立地など、環日本海圏の経済交流を支えている。



酒田港周辺海域における将来の再生可能エネルギー導入の見通し
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○令和5年10月に、経済産業省及び国土交通省が「山形県遊佐町沖」を再エネ海域利用法に基づく促進区域として
指定。令和6年1月に当該区域の事業者公募を開始。同区域の公募占用指針において、発電設備の設置・維持
管理のために利用できる港湾として酒田港※を提示しており、同港の活用が想定される。
○山形県遊佐町沖のほか、山形県酒田市沖においても、今後洋上風力発電の導入がより一層促進される見込みで
あるなど、酒田港周辺における洋上風力発電導入の機運が高まっている。

※令和5年10月に港湾計画を一部変更し、「海洋再生可能エネルギー発電設備等の設置及び維持管理拠点を形成する区域」が位置づけられた。



酒田港_港湾計画一部変更
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○ 山形県は、脱炭素社会の構築に向け、2050年までに温室効果ガス排出実質ゼロを目指すことを宣言。（R2.8）
○ 山形県遊佐町沖の再エネ海域利用法に基づく促進区域指定等、酒田港周辺海域において洋上風力発電の導入
に向けた取り組みが進む中、将来的な酒田港の基地港湾化が望まれている状況。

○ 海洋再生可能エネルギー発電設備等の導入促進に資するため、「海洋再生可能エネルギー発電設備等の設置
及び維持管理の拠点を形成する区域」（以下「緑囲み」）の位置付け等を行うとともに、海洋再生可能エネルギー
発電設備等の部材を保管し「緑囲み」と一体的に利用するため、土地利用の変更等を行う。

○ 浚渫土砂を受入れ活用する作業ヤードとして利用するため、土地利用計画の変更等を行う。



酒田港外港地区国際物流ターミナル(-12m)整備事業 事業概要
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【事業の目的】
酒田港外港地区における洋上風力発電設備の効率的な輸送・建設を可能とし、海洋再生可能エネルギー

の導入を促進するため、風車部材の組立・積出等の機能を有した拠点の整備を行う。

【事業の概要】

・整備施設 ： 岸壁（水深12m）（地耐力強化）、
泊地（水深12m）、航路・泊地（水深12m）、
防波堤（波除）、ふ頭用地

・事業期間 ： 令和6年度～令和9年度
・事業費 ： 122億円 （うち港湾整備事業費 114億円）

【整備スケジュール】

地区名
事業
区分

施設名
全体
数量

単位 R6 R7 R8 R9

外港
地区

直轄

岸壁（水深12m）（地耐力強化） 230 m

泊地（水深12m） 1.4 ha

航路・泊地（水深12m） 21.2 ha

補助 防波堤（波除） 175 m

起債 ふ頭用地 6.1 Ha



基地港湾の指定に係る基準への適合の確認（青森港）
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基地港湾の指定に係る基準への適合の確認（酒田港）
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（参考）基地港湾の指定に係る基準
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（参考）「秋田県八峰町及び能代市沖」選定事業者による室蘭港の利用
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【選定事業者より提出された公募占用計画（抜粋）】

○令和６年３月に選定された「秋田県八峰町及び能代市沖」の事業者は、利用港湾と
して室蘭港の活用を計画している。

出典）選定事業者提出の「秋田県八峰町及び能代市沖」の事業者選定にかかるプレスリリースを抜粋


